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【手続補正書】
【提出日】令和2年4月7日(2020.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技を行うことが可能な遊技機であって、
　遊技媒体が進入可能な進入可能状態に変化可能な可変手段と、
　前記可変手段を制御可能な可変制御手段と、
　を備え、
　前記可変手段に進入した遊技媒体が通過可能な所定領域と、
　前記所定領域を通過した遊技媒体が通過可能な特定領域と、が設けられ、
　遊技媒体が前記特定領域を通過したことに基づいて遊技者にとって有利な価値を付与可
能であり、前記所定領域を通過した遊技媒体の数によって前記特定領域を遊技媒体が通過
する割合が異なり、
　前記可変制御手段は、
　　前記所定領域を遊技媒体が通過可能とする第１制御を行う第１パターンと、前記第１
制御を行った後に前記所定領域を遊技媒体が再度通過可能とする第２制御を行う第２パタ
ーンと、を含む複数種類のパターンのうちいずれかにて前記可変手段を制御可能であり、
　　前記第２パターンにおいて、前記第１制御により前記所定領域を通過した遊技媒体が
前記特定領域を通過した場合であっても通過しなかった場合であっても前記第２制御を行
い、
　前記所定領域を通過した遊技媒体を貯留可能な貯留手段をさらに備え、
　前記貯留手段に貯留された遊技媒体の数によって前記特定領域を遊技媒体が通過する割
合が異なる
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　手段Ａの遊技機は、
　遊技を行うことが可能な遊技機であって、
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　遊技媒体が進入可能な進入可能状態に変化可能な可変手段と、
　前記可変手段を制御可能な可変制御手段と、
　を備え、
　前記可変手段に進入した遊技媒体が通過可能な所定領域と、
　前記所定領域を通過した遊技媒体が通過可能な特定領域と、が設けられ、
　遊技媒体が前記特定領域を通過したことに基づいて遊技者にとって有利な価値を付与可
能であり、前記所定領域を通過した遊技媒体の数によって前記特定領域を遊技媒体が通過
する割合が異なり、
　前記可変制御手段は、
　　前記所定領域を遊技媒体が通過可能とする第１制御を行う第１パターンと、前記第１
制御を行った後に前記所定領域を遊技媒体が再度通過可能とする第２制御を行う第２パタ
ーンと、を含む複数種類のパターンのうちいずれかにて前記可変手段を制御可能であり、
　　前記第２パターンにおいて、前記第１制御により前記所定領域を通過した遊技媒体が
前記特定領域を通過した場合であっても通過しなかった場合であっても前記第２制御を行
い、
　前記所定領域を通過した遊技媒体を貯留可能な貯留手段をさらに備え、
　前記貯留手段に貯留された遊技媒体の数によって前記特定領域を遊技媒体が通過する割
合が異なる
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、遊技興趣を向上させることができる。
　手段１の遊技機は、
　遊技を行うことが可能な遊技機（例えば、パチンコ遊技機１）であって、
　遊技媒体（例えば、遊技球Ｐ）が進入可能な進入可能状態（例えば、開放状態）に変化
可能な可変手段（例えば、第２特別可変入賞球装置７Ｂ）と、
　前記可変手段を制御可能な可変制御手段（例えば、ＣＰＵ１０３が、図３５に示すステ
ップＳ１１８～１２０の処理を実行する部分）と、
　を備え、
　前記可変手段に進入した遊技媒体が通過可能な所定領域（例えば、第２大入賞口７０２
Ｂ）と、
　前記所定領域を通過した遊技媒体が通過可能な特定領域（例えば、Ｖ入賞口２８３）と
が設けられ、
　遊技媒体が前記特定領域を通過したことに基づいて遊技者にとって有利な価値を付与可
能であり、前記所定領域を通過した遊技媒体の数によって前記特定領域を遊技媒体が通過
する割合が異なり（例えば、小当り種別に応じて第２大入賞口７０２Ｂの開放パターンが
異なることで、第２貯留機構２０５により貯留される遊技球Ｐの数が異なるとともに、第
２貯留機構２０５により貯留された遊技球Ｐの数、つまり、ハズレ球保持部２７３Ａ～２
７３Ｅに保持されるサポート球数が異なり、これに応じてＶ入賞率（大当り確率）が変化
する部分など）、
　前記可変制御手段は、
　前記所定領域を遊技媒体が通過可能とする第１制御を行う第１パターンと、前記第１制
御を行った後に前記所定領域を遊技媒体が再度通過可能とする第２制御を行う第２パター
ンと、を含む複数種類のパターンのうちいずれかにて前記可変手段を制御可能であり（例
えば、ＣＰＵ１０３が、小当り遊技状態において、小当り１、３、５、９、小当り２、４
、６、１０、小当り７、１１の場合には第１パターンに基づいて第２特別可変入賞球装置
７Ｂを制御し、小当り８、１２の場合には第２パターンに基づいて第２特別可変入賞球装
置７Ｂを制御する部分）、
　前記第２パターンにおいて、前記第１制御により前記所定領域を通過した遊技媒体が前
記特定領域を通過したか否かにかかわらず前記第２制御を行う（例えば、ＣＰＵ１０３が
、第２パターンにおいて、第１制御において遊技球（勝負球）がＶ入賞口２８３に進入し
た場合と、第１制御において遊技球（勝負球）がＶ入賞口２８３に進入しなかった場合の
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いずれにおいても、つまり、Ｖ入賞が発生したか否かによらず第２制御を実行する部分。
図３６参照）
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、遊技興趣を向上させることができる。
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